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西村証券 企業調査情報                2026/07/03 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

日本新薬（コード 4516） 
◆通期業績推移(連結)（27.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上収益 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

24.3 148,255 33,295 383.8 124.0 16,289 ▲9,921 ▲9,719 58,094 

25.3 160,232 35,450 483.4 124.0 36,126 ▲28,877 ▲9,902 55,241 

26.3 170,771 35,496 441.0 124.0 27,221 1,982 ▲9,926 76,592 

27.3予 200,000 38,000 449.6 124.0 － － － － 

◆各決算期の中間期業績推移(連結)（27.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上収益 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

24.3 73,314  20,878  240.2 62.0 7,938 ▲1,693 ▲4,685 62,855 

25.3 79,332  17,867  243.1 62.0 17,732 ▲13,340 ▲4,996 56,387 

26.3 79,647  19,580  233.9 62.0 13,942 743 ▲4,894 65,291 

27.3予 95,000  17,500  207.7 62.0 － － － － 

（CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

「ウプトラビ」の好調などで 26/3 期に続き 27/3 期も増収増益へ 

26 年 3 月期は、売上収益は前年比 6.6％増、

営業利益は為替差益の貢献で 0.1％増となっ

た。「ウプトラビ」（肺動脈性肺高血圧症・慢性

血栓塞栓性肺高血圧症治療剤）の売上及びロイ

ヤリティ収入、「フィンテプラ」（トラベ症候群

及びレノックス・ガストー症候群に伴うてんか

ん発作治療剤）の伸長に加え、25 年 10 月の販

促契約改定による「アーリーダ」（前立腺がん治

療剤）の製品売上への計上などが寄与した。 

キャッシュ・フロー（以下、CF）において、

現金及び現金同等物の当期末残高は 765 億

9,200 万円（前年比 38.7％増）となった。営業

活動CFは、税引前利益 364億6,200万円（0.9％

増）、棚卸資産の増加額 89 億 7,000 万円

（164.4％増）などから 272 億 2,100 万円の収

入（24.6％減）となった。投資活動 CF は、有

形固定資産の取得による支出 29 億 8,100 万円

（11.1％減）、無形資産の取得による支出 8 億

100 万円（97.5％減）、投資の売却及び償還によ

る収入 64 億 3,500 万円（40.1％減）などから

19 億 8,200 万円の収入（前年は 288 億 7,700 万

円の支出）に。財務活動 CF は、配当金の支払

額 83 億 5,400 万円（0.1％増）などから 99 億

2,600 万円の支出（0.2％増）となった。 

26/3 期は増収、為替差益の貢献で微増益に 

 

CF で期末の現金及び同等物残高は増加 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

26 年 3 月期において、売上構成の変化や薬価

改定などの影響により、売上総利益率は 66.4％

（前年 68.1％）に低下。売上収益に対する営業

利益率も 20.8％（前年は 22.1％）となった。 

主力の医薬品事業は、売上収益 1,484 億 8,400

万円（7.1％増）、営業利益 333 億 4,300 万円

（0.6％減）に。売上収益のうち、医薬品の製商

品販売は 900 億 6,200 万円（7.3％増）となり、

「ウプトラビ」が 17.5％増と好調に推移したほ

か、「フィンテプラ」（92.5％増）や「ビキセオス」

（高リスク急性骨髄性白血病治療剤。11.7％増）

などの新製品群が伸長。販促契約改定に伴うア

ーリーダの売上計上（下半期から。59 億 6,100

万円）も売上収益全体の増加に寄与した。また、

工業所有権等収益は、「ウプトラビ」の海外売上

に伴うロイヤリティ収入の伸びにより 8.5％増

となった。 

27 年 3 月期は、国内での新製品群の伸長や、

「ウプトラビ」の海外売上に伴うロイヤリティ

収入の拡大が見込まれ、売上収益が前年比

17.1％増、営業利益が 7.1％増の見通し。ただ、

米国での新製品発売にかかる費用など販売管理

費の伸び（9.0％増）や、委託研究費の増加によ

る研究開発費の伸び（10.3％増）により、売上収

益に対する営業利益率は 19.0％（前年 20.8％）

に低下する見込み。 

売上収益見通しのうち、主な医薬品では、「ウ

プトラビ」が 9.1％増、「ビキセオス」が 13.2％

増、「フィンテプラ」が 53.2％増のほか、今期か

ら通年寄与の「アーリーダ」は 144 億円に。ウ

プトラビの海外売上に伴うロイヤリティ収入な

ど工業所有権等収益も 7.2％増と拡大しそうだ。 

26/3 期に主力の医薬品事業は増収・微減益に 

27/3期は「ウプトラビ」の伸長などで増収増益見通し 
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